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宮大工関係資料（大工道具類）について 

湯川 洋史 

 

1. はじめに 

 本稿は令和4年に寄贈を受けた宮大工関係

資料の内、大工道具について紹介するもので

ある。本資料群は大別すると、師匠筋の文書

を含む古記録類と、実際に使用した大工道具

類の 2 種に分けられる。その資料的性格から、

当館では古記録類は歴史分野（文献史学）が、

大工道具類は民俗分野が、それぞれ収蔵して

いる。古記録類については、すでにその一部

が公表・活用されている（注１）。 

 本資料は、２代にわたり宮大工を生業とした

家の旧蔵資料である。初代は元々醤油屋をし

ていたが、明治維新後職業を変え、大工とな

った。この時、弟子入りしたのが水民元吉だっ

たという。２代目は明治２８年（１８９５）に生ま

れ、熊本県立工業学校（現・県立工業高等学

校）に通い、大工となった。 

大工道具類は、大工道具箱１0 箱にそれぞれ

入っていたものと箱外に収納されていたもの

に分けられ、箱を含めた総件数は323件だっ

た。大工道具箱のいくつかには側面に紙が貼

られ、そこにアラビア数字の通し番号が付され

ている。それによると 16 番まで通し番号のあ

ったことが知れるから、現状確認できる道具

箱以外に少なくとも 6 点ほどあったものと思

われる。箱には「昭和 12年」、「昭和 10年」作

成とあるものもあるから、箱を新調し、処分し

た可能性も考えられる。 

 また、1代目と 2代目の道具が混在している

可能性、古記録同様に師匠筋の道具が混在

している可能性もあり、これが明治 28年生ま

れの 2 代目だけの道具なのか、そうではない

のないのか、判断を下し難い状況にある。 

そのため、大田区で昭和 18 年におこなわ

れた標準編成第一形式との比較や、桃山天満

宮の大工道具との比較など、先行事例との比

較が難しく、かつ熊本の宮大工の大工道具の

編成を考える上でも使用時期、使用者が特定

できないという事情から、そういった方面での

寄与はなかなか難しいと言わざるを得ない。

そのような理由から、本稿はあくまでも市内

宮大工の使用道具の一例を提供することにと

どまるものであることを明言しておく。 

 

2. 道具の構成 

 既出の通り、大工道具は 10箱、箱以外の裸

の状態の道具があった。全体では箱を除くと３

２４点の道具があり、その内訳は、釿 1 点、鋸

類 2３点、鑿類 75点、鉋類 58点、槌類８点、

錐類 30点、儀礼用 5点、墨掛５７点、その他

6７点である。 

 点数上は標準編成第一形式より多いが、内

訳を見ると偏りが見られる点に構成上の特徴

がある。例えば斧や大型の鋸類（挽割鋸や穴

挽鋸）、鼠歯錐が見られない。一方で、鉋類と

鑿類が多く、特に裏丸鑿は 30点ある。 

ただ、上棟式に用いられたと思われる儀礼

用道具に欠が見られることから、この構成上

の偏りが、仕事上の特色によるものなのか、伝

来の最中に失われた結果なのかは現時点で

は判然としない。すでに言及した道具箱の貼

り紙通し番号を見るに、伝来の最中で失われ

たものがあったと推定した方が現時点では妥

当と思われる。 

また、墨掛道具の点数が多いのは、墨指や

墨といった消耗品が多く存在するからで、構

成的な特徴を見ることはできない。 

ほか、マイナスドライバーやニッパー、レンチ



などの工具も見られる。この辺りは新しい道具

で、使い勝手の良いものを選びながら取り込

んでいったことを示すものと思われるが、この

点を明らかにする知識も情報も現在持ち合わ

せていないため、構成上そうしたものがあるこ

とを指摘するにとどめておく。 

  

3. 各道具について 

 本章では各大工道具について述べる。道具

は目録に法量、写真を付して掲載しているの

で、詳細についてはそちらを参照していただき

たい。 

（１） 大工道具箱 

 すべて木製で、被せ蓋とスライド式の蓋の 2

種がある。いくつかの蓋には製作年があり、大

工自身が製作したことが知れる。紙が側面に

貼られ、アラビア数字で番号が付されたもの

もあり、中には側面天・地に持ち上げやすいよ

うに桟（取手）が後補されたものも見られた。

番号については仕事上、入れている道具が分

かるように分類したものかと思われるが、その

点判然としない。 

 

（２） 釿 

 直刃の釿である。斧類がほかに見られなか

ったため、儀礼用かと思われたが、装飾はなく、

柄が使用によって摩耗していることから実際

に使用していたものと推定する。 

 

（３） 鋸類 

 鋸の構成は挽切鋸 8点、糸鋸 2点、鴨居挽

鋸3点、胴付鋸 1点、引廻し鋸5点、鑼3点、

両刃鋸 1 点である。先述したように大型鋸が

見られない点に特徴がある。これらの鋸には

木製の鋸の刃先を覆うカバーが付属していた。

だが、中には明らかにサイズが合っていない

ものもあり、カバーに書かれた情報をそのまま

信じることは難しい状況である。ただこの内 1

点に「木下音八」と墨書のあるものがある。こ

の人物の詳しい来歴などは不明だが、歴史分

野が収蔵した古記録類にも名前が見え、同門

と思われるから、古記録だけでなく、道具に関

しても何かしら受け継いだものがある可能性

がある。目録には記せなかったが、1代目の名

前が彫られた鋸もあり、少なくとも１代と２代の

道具が混在している可能性は高そうである。 

 また、鋸身に鍛冶師の名前が見えるものは

全２０点中１５点ある。この内、製作年代も分

かるのは挽切鋸と鑼各１点で、それぞれ「延寿

信繁」が大正７年１０月と同１０年１０月に製作

したものである。延寿信繁作の鋸はほかに 9

点ある。先の 2 例と併せると 11 点で、その内

訳は鑼 3 点、鴨居挽鋸 2 点、挽切鋸 6 点で

ある。 

延寿信繁（注２）について現状分かることは

何もない。「東肥熊府住」や「熊本住」とあるこ

とから、熊本在住の鍛冶師だったということが

推測できる程度である。「延寿」と言えば、菊

池に住んだ刀鍛冶の一派が想定される。だが、

庇護者の菊池氏衰退後は野鍛冶化したとい

われる彼らの活動については研究も乏しいか

らはっきりしたことは言えない。（注３）ここでは

延寿を名乗る野鍛冶によって製作された鋸を

愛用していた程度にとどめておくべきだろう。 

 ほか鋸柄が作り直されたものや、鋸身を詰

めたものか製作者の銘が柄部分に一部沈ん

でいるものも見られた。先に見た木製カバー

の墨書と併せると、一部引き継いだ道具を補

修しながら使用した可能性が考えられる。 

 

（４） 鑿類 

 鑿類は 10 点、叩き鑿 21 点、蟻鑿 7 点、裏



丸鑿 30 点、鏝鑿 1 点、鐔鑿 2 点、向う区鑿

4 点という構成である。内、叩き鑿には本叩き、

広鑿、中叩き、大入とあったが、判断のつかな

いものもあったため、すべて叩き鑿とした。ま

た、突鑿の一部には薄鑿も含まれるものと思

われたが、こちらも判断がつかないものがあ

ったため、すべて突鑿とした。 

 すでに述べたように、裏丸鑿が 30点を数え

ることは特徴的だが、聞いた限りでは数寄屋

大工でもなかったというから、裏丸鑿が多い

理由はよく分からない。 

 銘の見られるものもあったが、かなり摩耗し

ているものや錆が付着したものが多く、銘に

ついてはほとんど確認できなかった。中には

規格品もあるものと思われる。 

 

（５） 鉋類 

 平鉋 10 点、決鉋 2４点、内丸鉋 3 点、外丸

鉋5点、敷居・鴨居用鉋2点、反り台鉋2点、

台直し鉋 2点、面取鉋 3点、脇取鉋 7点とい

う構成だった。 

 この内、決鉋については判然としなかったも

ものあったため、底決鉋と機械決鉋も含んで

一括で決鉋として集計している。また、決鉋は

西型、東型、大阪型、鑿型と分類されるようだ

が、本資料群ではそれぞれが確認でき、その

分類で把握することの意義を見出すことがで

きなかったため、特に目録などには掲載してい

ない。 

 本資料群の鉋の特徴として、決鉋、敷居・鴨

居用鉋、面取鉋、脇取鉋に既製品ではなく大

工自身による製作のものが見られた点が挙げ

られる。そのため、刃にはヤスリや鑿、金属製

定規を転用したものが見られ、独特な造りと

なっている。また、平鉋などの刃が動かないよ

う紙を台に貼り付けて、間を詰めている点も

特徴的といえそうである。 

 鉋身の多くは 2 枚刃で錆と摩耗のため、銘

自体を確認できるものは僅少である。それら

も既製品と思われるものが過半であり、鋸と

異なり、鍛冶師について述べるのは難しい。 

 

（６） 槌類 

 槌類は片口玄能 2点、両口玄能 3点、先切

金槌 1 点、下腹金槌 2 点で構成されている。

だが、玄能と金槌の使い分けについては不明

なところもある。 

 

（７） 錐類 

 丸錐 1 点、壺錐 8 点、三ツ目錐 6 点、四方

錐 3 点、ハンドル錐関係 6 点、ボールト錐 6

点という構成である。全体数から考えると壺

錐と三ツ目錐が多く、鼠歯錐は見られない。

壺錐を除いたほとんどは既製品である。 

 

（８） 儀礼用道具 

 儀礼用道具として、上棟祭関係の道具があ

る。だが、それもすべてが揃っているわけでは

なく、失われたものと思われる。 

 

（９） 墨掛 

 曲尺や自由がね、スコヤといった定規類、罫

引き、下げ振り、二丁白書、墨壺など一式が見

られる。ただ筬定規や口引きなど見られない

道具もある。 

 

（１０） その他 

 ドライバーや釘締、ヤスリ、砥石、肥後守など

である。欄間や木組みの習作と思われるもの、

下図などもあるほか、レンチやニッパーなどの

工具類も見られる。 

 造営に関わったものか、「藤崎宮神殿小妻破



風形」とある型がある。ただ、これが 2 代時代

のものか、1 代か、はたまた師匠筋のものかは

判然としない。藤崎宮の墨書がミセケシされて

いて、かつ「不用」とあるから、失敗したものか

と思われる。 

 

4. おわりに 

 ここまで当館所蔵の宮大工道具に関して記

した。個人情報の点から伝来した家の名前を

明確に記すことができなかった点は残念であ

る。そうした配慮のため、画像や備考から個人

の家が特定できるような情報は除いている。 

 はじめに、で記したように本資料群は古記録

と併せて寄贈されたものである。大工道具類

に関しては、私の知識不足が原因で整理や分

類に時間がかかり、古記録に比して、ここまで

公表が遅くなった。また、一部分類については

専門外の人間には容易に判断がつかないも

のがあった。その点不完全なものを公表する

ことには抵抗を覚えたが、識者の目に入り、ご

叱正、ご指導を賜る方が有益と考え、無謀を

承知で今回作成し、公表した。当館にはほか

にも未整理の大工道具があることから、識者

によるご指導を切に望むものである。 

 また、本稿には目録を付すつもりだったが、

紙幅の関係上目録を掲載することが難しくな

ったため、紙ベースで読まれている方には申

し訳ないが、当館 HP 上の館報掲載ページか

ら目録付完全版をダウンロードしていただけ

ると幸いである。 
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熊本博物館館報No.36（2023）

番号1 番号２ 資料名 点数 法量（㎜） 写真 備考

0605 ００１ 大工道具箱 1 635×170×135 側面に紙貼「３」

0605 ０３５ 大工道具箱 1 685×255×６５

0605 ０５３ 大工道具箱 1 400×195×125 蓋裏に「昭和十二年　一月」

0605 ０６９ 大工道具箱 1 ６７０×２３５×１５５

0605 ０９３ 大工道具箱 1 930×210×220
被せ蓋蓋裏「昭和十年十月」、側
面貼紙「１」

0605 ０９７ 大工道具箱 1 ６７０×２70×175 側面貼紙「14」

0605 １０３ 大工道具箱 1 656×250×155 側面紙貼「16」、蓋固定金具付

0605 １１８ 大工道具箱 1 620×145×295
被せ蓋、固定用のロープ附属、箱
側面貼紙「２」

0605 １２６ 大工道具箱 1 680×273×170 側面貼紙「13」

0605 １４２ 大工道具箱 1 650×270×200

番号1 番号２ 資料名 点数 法量（㎜） 写真 備考

0605 ０９４ 釿 1 560×101
柄部に破損（ワレ・ヒビ）あり
直刃

番号1 番号２ 資料名 点数 法量（㎜） 写真 備考

0605 ０１６ 糸鋸 1 212×27
柄後部に穴を空け、針金を通す
（法量には含めず）
柄：竹製

0605 ０４０ 引廻し鋸 1
600×24

0605 ０７０ 挽切鋸 1 613×90
刃保護の木製カバー付、「延寿信
繁作」

0605 ０７１ 挽切鋸 1 488×50
刃保護の木製カバー付、「延寿信
繁作」

《資料紹介》　宮大工関係資料（大工道具類）について　資料目録　（湯川）

　箱

　釿　

　鋸　



0605 ０７８ 糸鋸 1 470×96

0605 ０９５ 挽切鋸 1 822×122
刃の木製カバー付
鋸身に「延寿信繁作」、「大正七年
十月」

0605 ０９６ 挽切鋸 1 750×111 鋸身に「熊本住繁信」

0605 １０８ 挽切鋸 1 500×52 柄の一部を後補カ、木製カバー付

0605 １０９ 鴨居挽鋸 1 600×47
木製カバー付「木下音八」と墨書
有

0605 １１０ 両刃鋸 1 535×53

鋸身に「伊■里吉作」、「作」が柄
に一部埋もれているため、1度柄
を作り変えるか、刃を短くした
か。両刃に木製カバー付

0605 １１１ 鑼（ががり） 1 435×140
鋸身に「延寿信繁作」、木製カ
バー付、それに「■■三年七月」、
「延寿信繁　武永■■■」

0605 １４４ 鴨居挽鋸 1 485×77

鋸身に「繁信（花押）」、柄が縦方
向に半分に割れている。（刃との
接合部、釘は取れていないので
分離してはいない）

0605 １４５ 鑼（ががり） 1 528×135
鋸身に「延寿信繁作」「大正十年
十月」

0605 １４６
鑼（ががり）破
損

1 ‐
刃に「■■繁信作」とある。茎部
分が腐食による折れ。「昭和四
年」と墨書ある刃カバー付

0605 ２７４ 挽切鋸 1 735×３０ 鋸身に「東肥熊府住繁信（花押）」



0605 ２７５ 挽切鋸 1 633×50
鋸身に「山鹿住信治作」、柄一部
後補、テープで補強

0605 ２７６ 鴨居挽鋸 1 490×82 鋸身に「延寿信繁作」

0605 ２７７ 胴付鋸 1 560×６５
鋸身「登録商標　金平■」、カバー
に「大正六年六月」

0605 ２７８ 挽切鋸 1 435×55 鋸身に「延寿信繁作」

0605 ２７９ 引廻し鋸 1 480×27 鋸身「重（花押）」

0605 ２８０ 引廻し鋸 1 510×２３

0605 ２８１ 引廻し鋸 1 370×30

0605 ２８２ 引廻し鋸 1 217×22

番号1 番号２ 資料名 点数 法量（㎜） 写真 備考

0605 ００３ 蟻鑿 1

全長392×25
穂115
口金20
柄258
刃先25

0605 ００４ 裏丸鑿 1

全長228×27
穂97
口金18
柄115
刃先19
冠8×27

　鑿　



0605 ００５ 裏丸鑿 1

全長195×27
穂82
口金16
柄95
刃先32
冠11×27

柄一部破損（ワレ）

0605 ００６ 裏丸鑿 1

全長390×20
穂273
柄116
刃先9

0605 ００７ 裏丸鑿 1

全長216×23
穂75
口金18
柄117
刃先15
冠6×23

0605 ００８ 叩鑿 1

全長210×26
穂79
口金19
柄111
刃先9
冠8×26

柄に焼印の跡見えるもの有

0605 ００９ 裏丸鑿 1

全長224×28
穂78
口金16
柄130
刃先22
冠7×28

柄に穴（貫通しており片側に錆が
あることから留め具等があった
か）
柄一部破損（ワレ）

0605 ０１０ 蟻鑿 1

全長377×17
穂255
柄122
刃先12

柄一部破損（ワレ）

0605 ０１２ 裏丸鑿 1
全長187×18
穂92
柄95

0605 ０１３ 裏丸鑿 1

全長191×20
穂82
口金15
刃先10

冠がついていないが、柄後部に
打突痕あり
柄一部破損（ワレ）
刃先一部ツブレあり

0605 ０１４ 裏丸鑿 1
全長103×16
穂104
刃先9

冠がついていないが、柄後部に
打突痕あり
柄一部破損（ワレ）

0605 ０１７ 裏丸鑿 1

全長187×22
穂52
口金15
刃先11
冠5×19

柄一部破損（ワレ）

0605 ０１８ 裏丸鑿 1
全長203×27
穂74
刃先24



0605 ０１９ 裏丸鑿 1

全長244×22
穂105
口金19
刃先15
冠8×18

0605 ０２０ 裏丸鑿 1
全長172×16
穂77
刃先3

0605 ０２１ 裏丸鑿 1

全長177×19
穂74
口金12
刃先8
冠21×8

0605 ０２２ 裏丸鑿 1
全長171×20
穂74
刃先12

0605 ０２３ 裏丸鑿 1
全長219×22
穂122
刃先6

0605 ０２４ 裏丸鑿 1

全長192×24
穂95
口金14
刃先15
冠10×23

柄一部破損（ワレ）

0605 ０２５ 裏丸鑿 1

全長223×18
穂95
口金14
刃先13
冠6×19

柄一部破損（ワレ）
柄に虫損あり

0605 ０２６ 裏丸鑿 1

全長228×23
穂127
口金16
刃先10
冠23×8

0605 ０２９ 裏丸鑿 1

全長270×19
穂106
口金15
刃先20
冠8×18

柄一部破損（ワレ）

0605 ０３０ 裏丸鑿 1

全長164×18
穂64
口金15
刃先8
冠8×18

刃先一部にカケ

0605 ０３１ 突鑿 1

全長260×25
穂160
口金15
刃先15



0605 ０３８ 裏丸鑿 1

全長175×25
穂67
口金18
柄90
刃先23
冠7×18

柄一部破損（ワレ）

0605 ０５７ 叩鑿 1

全長247×22
穂120
口金19
柄108
刃先64
冠8

0605 ０５８ 蟻鑿 1

全長168×15
穂97
柄72
刃先35

0605 ０６０ 叩鑿 1

全長225×25
穂105
口金11
柄110
刃先10
冠7×34

0605 ０６１ 蟻鑿 1

全長250×24
穂217
口金22
柄116
刃先22

刃先下裏に2文字あり。摩滅して
見えず

0605 ０６２ 突鑿 1

全長327×27
穂145
口金20
柄165
刃先25

刃先裏に「藤信」

0605 ０６３ 突鑿 1

全長310×23
穂145
柄165
刃先14

0605 ０６４ 突鑿 1

全長298×36
穂148
口金25
柄127
刃先36

0605 ０６５ 叩鑿 1

全長273×35
穂122
柄153
刃先25
冠6×35

0605 ０６６ 突鑿 1

全長215×12
穂124
口金13
柄82
刃先1

0605 ０６７ 向う区鑿 1

全長242×17
穂126
口金18
柄100
冠6×17



0605 ０６８ 裏丸鑿 1

全長257×21
穂130
口金16
柄108
冠7×20

0605 ０８６ 叩鑿 1

全長195×37
穂88
口金24
柄85
刃先37
冠10×30

刃先裏に刻印あるも見えず

0605 ０８７ 叩鑿 1

全長188×28
穂85
口金23
柄82
刃先22
冠10×25

刃先裏に刻印あるも見えず

0605 ０８８ 叩鑿 1

全長65×23
穂72
口金19
刃先16
冠8×24

0605 ０８９ 叩鑿 1

全長170×20
穂76
口金13
柄81
刃先10
冠6×20

0605 ０９０ 叩鑿 1

全長147×22
穂55
口金15
柄82
刃先6
冠9×20

0605 ０９１ 蟻鑿 1

全長180×22
穂80
口金11
柄83
刃先43
冠23×6

0605 ０９２ 裏丸鑿 1

全長164×20
穂82
口金17
柄66
刃先31
冠11×20

0605 ０９８ 突鑿 1

全長587×28
穂320
柄265
刃先15

刃の木製カバー付、穂と柄の接合
が外れている

0605 ０９９ 突鑿 1

全長410×48
穂26
柄266
口金20
刃先50

刃の木製カバー付、柄にヒビ、ワ
レ

0605 １００ 突鑿 1

全長590×48
穂197
柄365
口金30
刃先48

刃の木製カバー付、甲表に「違い
鷹羽紋　小山」



0605 １０１ 突鑿 1

全長590×30
穂227
柄335
口金30
刃先25

刃の木製カバー付甲表に「違い鷹
羽紋　小山」

0605 ２１１ 叩鑿 1

全長205×23
穂66
口金13
柄117
刃先12
冠23×6

0605 ２１２ 向う区鑿 1

全長220×32
穂100
口金25
柄94
刃先8
冠30×５

0605 ２１３ 裏丸鑿 1

全長217×23
穂103
口金15
柄100
刃先10
冠23×5

穂「■十文字」

0605 ２１４ 叩鑿 1

全長470×30
穂127
口金２3
柄98
刃先23
冠29×7

0605 ２１５ 叩鑿 1

全長237×15
穂120
口金6
柄106
刃先2
冠15×6

0605 ２１６ 鐔鑿 1

全長155×20
穂52
口金14
柄90
刃先3
冠20×7

0605 ２１７ 裏丸鑿 1

全長168×15
穂91
柄75
刃先4

0605 ２１８ 叩鑿 1

全長245×35
穂105
口金25
柄113
刃先35
冠34×5

0605 ２１９ 裏丸鑿 1

全長210×17
穂94
口金11
柄105
刃先7
冠19×5

0605 ２２０ 裏丸鑿 1

全長213×18
穂102
口金15
柄97
刃先7
冠29×6



0605 ２２１ 裏丸鑿 1

全長200×25
穂84
口金28（12　16）
柄90
刃先18
冠24×7

0605 ２２２ 叩鑿 1

全長153×20
穂173
柄81
刃先23
冠19×5

0605 ２２３ 向う区鑿 1

全長224×32
穂110
口金23
柄97
刃先7
冠32×11

穂「山源」

0605 ２２４ 叩鑿 1

全長253×28
穂130
口金20
柄105
刃先13
冠28×8

0605 ２２５ 裏丸鑿 1

全長157×20
穂61
口金15
柄80
刃先11
冠20×7

0605 ２２６ 叩鑿 1

全長180×16
穂82
口金15
柄85
刃先5
冠16×5

0605 ２２７ 叩鑿 1

全長460×30
穂191
口金21
柄246
刃先15
冠29×20

0605 ２２８ 叩鑿 1

全長224×18
穂108
口金12
柄95
刃先5
冠16×6

0605 ２２９ 向う区鑿 1

全長202×25
穂87
口金17
柄98
刃先6
冠25×10

0605 ２３０ 叩鑿 1

全長230×16
穂108
口金11
柄115
刃先2
冠16×5

0605 ２３１ 叩鑿 1

全長257×30
穂130
口金25
柄104
刃先15
冠30×4

穂「請合　廣永」



0605 ２３２ 叩鑿 1

全長271×50
穂139
口金29
柄105
刃先48
冠33×13

0605 ２３３ 蟻鑿 1

全長171×18
穂94
口金14
柄64
刃先６

0605 ２３４ 蟻鑿 1

全長201×17
穂96
口金15
柄90
刃先7

0605 ２３５ 裏丸鑿 1

全長227×15
穂118
口金10
柄103
刃先3

0605 ２３６ 鏝鑿 1

全長440×22
穂125（鏝65）
口金15
柄300
刃先12

0605 ２３７ 突鑿 1

全長740×35
穂95
口金20
柄525
刃先35

 鑿身、口金接合ハズレ

0605 ２５５ 鐔鑿 1

全長135×20
穂40
口金14
柄82
刃先3
冠20×7

番号1 番号２ 資料名 点数 法量（㎜） 写真 備考

0605 ０４９ 台直し鉋 1 150×65×59
台にワレ

0605 ０７２ 平鉋 1 243×78×29 刃に錆付着

0605 １１２ 平鉋 1 380×77×69
2枚刃、鉋身表に「熊本台　止■
小山　保険請合」

　鉋　



0605 １１３ 平鉋 1 247×72×67 2枚刃

0605 １１４ 平鉋 1 253×82×81
2枚刃、鉋身表に「登録商標　正
銘　請合　三郎撰台」

0605 １２７ 平鉋 1 243×81×27 2枚刃

0605 １２８ 平鉋 1 244×71×27 台一部損傷あり

0605 １２９ 平鉋 1 244×75×27 鉋身に「登録」

0605 １３０ 反り台鉋 1 215×71×34 台下部ワレあり

0605 １３８ 底決鉋 1 240×32×67

0605 １３９ 底決鉋 1 244×13×66

0605 １４０ 脇取鉋 1 243×27×61 鉋身に「国次」

0605 １４１ 脇取鉋 1 242×26×57

0605 １５０ 平鉋 1 243×70×27 1枚刃



0605 １５１ 平鉋 1 240×72×26 2枚刃

0605 １５２ 脇取鉋 1 245×63×31

0605 １５３ 底決鉋 1 261×70×18

0605 １５４ 底決鉋 1 244×67×20

0605 １５５ 蟻決鉋カ 1 240×56×38

0605 １５６ 底決鉋 1 244×63×18

0605 １５７ 底決鉋 1 423×67×16

0605 １５８ 脇取鉋 1 242×46×23 底面湾曲

0605 １５９ 敷居・鴨居用鉋 1 344×62×50
通常の台鉋の大部分に敷居など
の溝用の角材を附ける。自作

0605 １７６ 外丸鉋 1 181×31×29 2枚刃

0605 １７７ 内丸鉋 1 183×39×26 2枚刃



0605 １７８ 面取鉋 1 194×35×39

商品ラベル貼「ありがとう御座い
ます　別撰　熊本市魚屋町一丁目
廣瀬商店　正値一円二十」、2枚
刃

0605 １７９ 面取鉋 1 155×34×25 1枚刃

0605 １８０ 外丸鉋 1 248×44×40 2枚刃

0605 １８１ 外丸鉋 1 242×60×34 2枚刃

0605 １８２ 内丸鉋 1 208×58×25 2枚刃

0605 １８３ 内丸鉋 1 218×65×24 2枚刃

0605 １８４ 反り台鉋 1 155×66×17
刃に「別選　出来　商標　吉　屋号
（山大）」とあり、1枚刃

0605 １８５ 台直し鉋 1 155×70×22
鉋身ハズレ、身「正鋼　紋（〇に
三）　三郎撰」、1枚刃

0605 １８６ 外丸鉋 1 240×60×22 1枚刃、台カケあり

0605 １８７ 外丸鉋 1 243×62×22 1枚刃

0605 １８８ 平鉋 1 244×72×27
鉋身に「登録　紋（〇に三）　正銘
三郎撰）」2枚刃



0605 １８９ 決り鉋 1 200×25×180

0605 １９０ 底決鉋 1 260×17×５５ 底面内丸

0605 １９１ 決り鉋 1 19０×28×１３８ 刃に叩き鑿を転用

0605 １９２ 決り鉋 1 190×15×140 刃に突鑿を転用

0605 １９３ 決り鉋 1 165×24×105 刃に裏丸鑿の穂を転用

0605 １９４ 決り鉋 1 180×２５×１４０ 刃に叩き鑿を転用

0605 １９５ 決り鉋 1 245×15×90 刃に鑿の穂を転用

0605 １９６ 底決鉋 1 235×20×80

0605 １９７ 決り鉋 1 175×20×115 刃に鑿の穂を転用

0605 １９８ 決り鉋 1 160×30×180 刃に叩き鑿を転用

0605 １９９ 底決鉋 1 240×15×６５



0605 ２００ 底決鉋 1 240×15×６５

0605 ２０１ 脇取鉋 1 240×25×90

0605 ２０２ 脇取鉋 1 165×25×100

0605 ２０３ 決り鉋 1 190×12×120

0605 ２０４ 敷居・鴨居用鉋 1 240×56×５０

0605 ２０５ 脇取鉋 1 245×30×90

0605 ２０６ 決り鉋 1 180×18×53

0605 ２０７ 決り鉋 1 215×３６×６０ 刃に鑿の穂を転用

0605 ２０８ 決り鉋 1 ２０×３５×５５ 刃に鑿の穂を転用

0605 ２０９ 面取鉋 1 １８２×50×７０ 2枚刃、裏金に金属製定規を転用

0605 ２１０ 機械決り鉋 1 210×95×85



番号1 番号２ 資料名 点数 法量（㎜） 写真 備考

0605 ０３６ 片口玄能 1 298×85

0605 ０３７ 先切金槌 1 240×114

0605 ０４１ 両口玄能 1 297×83

0605 ０７６ 片口玄能 1 265×92

0605 ０７７ 両口玄能 1 280×80

0605 １６２ 下腹金槌 1 310×83

0605 １６３ 両口玄能 1 287×67

0605 １６４ 下腹金槌 1 235×65

番号1 番号２ 資料名 点数 法量（㎜） 写真 備考

0605 ０１５ ボールト錐 1 338×18

　槌　

　錐　



0605 ０２７ 壺錐 1 150×22

0605 ０２８ 壺錐 1 145×17

0605 ０４４ 三ツ目錐 1 290×18

0605 ０５６ 壺錐 1 165×20

0605 ０５９ 壺錐 1 107×5

0605 ０７５ 三ツ目錐 1 300×18
先端保護の木製カバー付、焼印
「太閤錐」

0605 １６０
ハンドル錐（替
刃セット）

1
布製容器付、「RUSSELL
JENNINGS」、14点1セット中
13点在中。

0605 ２４３ 壺錐 1 238×15

0605 ２４４ 壺錐 1 253×15

0605 ２４５ 壺錐 1 325×１５

0605 ２４６ 壺錐 1 300×15



0605 ２４７ 四方錐 1 230×13

0605 ２４８ 三ツ目錐 1 347×17 柄「カンナ用」

0605 ２４９ 三ツ目錐 1 316×１７

0605 ２５０ 三ツ目錐 1 301×１５

0605 ２５１ 三ツ目錐 1 305×17

0605 ２５２ 四方錐 1 117×15

0605 ２５３ 四方錐 1 127×32

0605 ２５４ 丸錐 1 152×20 先端湾曲

0605 ２９１ ボールド錐 1 490×265 ハンドル付

0605 ２９２ ボールド錐 1 620×260 ハンドル付

0605 ２９３ ボールド錐 1 680×290 ハンドル付



0605 ２９４
ハンドル錐
（ハンドル）

1 380×105 木・竹製

0605 ２９５
ハンドル錐
（ハンドル）

1 335×１50 鉄製

0605 ２９６
ボールド錐
（持ち手）

2 160×30 297とセットか？

0605 ２９７
ハンドル錐替え
刃

3 210×10 296とセットか？

番号1 番号２ 資料名 点数 法量（㎜） 写真 備考

0605 １２１ 台脚カ 1 243×80×20 折り畳み式

0605 １２２ 神札 1 275×70×25
木製の木札に習字紙と水引が巻
かれている。「手置帆負命　彦挟
知命」

0605 １２３
幣束立
（幣束付）

1 465×85×65

0605 １２４ 儀礼用墨壺 2 212×43×115

番号1 番号２ 資料名 点数 法量（㎜） 写真 備考

0605 ００２
墨壺木枠
（箱型）

1 220×35×550
壺車・カルコ、廻し、池欠
頭部両側面に使用・磨耗痕あり。
片方は穴があいている。

　儀礼用道具　

　墨掛道具　



0605 ０３２ 墨 1 50×50×15
被せ蓋式の金属製容器に入る。
墨と布。

0605 ０５０ 糸巻 1 120×34
針部に錆付着
カルコ附属（糸切）

0605 ０５５ 二丁白書 1 170×45

0605 ０７３ 墨指 1 312×18 先端に墨、使用済

0605 ０７４ 墨指 1 285×12 両端に墨、使用済

0605 ０７９ 折尺 1 200×70
留め具の錆がひどく展開できな
い
一部亀裂在り

0605 ０８０ 曲尺 1 333×180 錆付着甚だしい、目盛も読めず

0605 ０８１ 墨指 1 222×20
全体に墨付着、一部破損（ワレ）あ
り

0605 ０８４ 墨壺 1 285×76
ハンドル錆付着、回らず。カルコ
付

0605 １０２ 筋罫引 1 刃部腐食破損

0605 １０４ 墨指 1 224×17



0605 １０５ 墨指 1 197×12

0605 １０６ 墨指 1 237×14

0605 １０７ 墨指 1 235×19 未製品

0605 １１５ 墨壺（箱型） 1 217×40×88 軽子附属、枠は自作

0605 １１９ 墨指用竹材 2 275×15 未製品

0605 １３７ 糸巻 3 ‐ 木片に糸を巻いたもの

0605 １４７ 墨指 1 205×10

0605 １４８ 墨指 1 145×10

0605 １４９ 墨指 1 180×10

0605 １６１ 水平器 1 306×21×39 金属製

0605 １６６ 曲尺 1 273×124 金属製



0605 １６７ 曲尺 1 495×243 金属製

0605 １６８ 曲尺 1 495×241 金属製

0605 １６９ 曲尺 1 495×244 金属製

0605 １７０ スコヤ 1 124×95 金属製

0605 １７１ 定規 1 117×13 金属製、ワレ一部欠

0605 １７２ 折尺 1
200×20
（折たたみ時）

0605 １７３ 定規 1 303×25 竹製

0605 ２６３ 二丁白書 1 165×10

0605 ２９８ 留型定規 1 275×65

0605 ２９９ 留型定規 1 300×75 「昭和四年十二月」

0605 ３００ 定規 1 510×29



0605 ３０１ 割罫引 1 175×55×74

0605 ３０２ 罫引 1 180×220×80

0605 ３０３ 筋罫引 1 160×160×55

0605 ３０４ 罫引 1 90×100×40

0605 ３０５ 自由がね 1 180×15

0605 ３０６ 糸巻 1 120×60 カルコ附属

0605 ３０７ 下げ振り 1 ―

0605 ３０８ 墨指 1 260×5

0605 ３０９ 墨指 1 250×５

0605 ３１０ 墨指 1 255×5

0605 ３１２ 筆箱 1 215×45×１５ 中に面相筆6点、金属製ヘラ１点



0605 ３１３ 墨 2 ― 「奈良大和三山　大和園謹製」

0605 ３１４ 筆箱 1 230×45×20 金属製。中にコンパス１、鉛筆２

0605 ３１５ コンパス 1 160×60 竹製

0605 ３１６ 文鎮 1 190×10×10

0605 ３１７ ノギス 2 470×40

0605 ３１８ 朱墨 1 ― 「平安　小形」

0605 ３１９ 墨皿 1 直径60×高さ30

番号1 番号２ 資料名 点数 法量（㎜） 写真 備考

0605 ０１１ 鈴 1 全長55×47 金属製、大王とある、土産物カ

0605 ０３３ 下図 1 24×32 虫損あり。欄間等の飾りか？

0605 ０３４ 下図 1 24×32
虫損、汚損、ヤブレ。鉛筆書きの
落書きあり。0605-034と同様
の図柄

　その他　



0605 ０３９ 用途不明 1 477×92 ボールト錐か

0605 ０４２ やすり 1 190×26

0605 ０４３ 釘締 1 160×16

0605 ０４５ やすり 1 208×23
柄に穴

0605 ０４６ 釘締 1 109×16

0605 ０４７ 釘締 1 92×25

0605 ０４８
肥後守
（折畳式小刀）

1 221×19

0605 ０５１ 砥石 1 251×98×37 木枠に砥石がはめ込んである

0605 ０５２ 砥石 1 89×93×47

0605 ０５４ 名称不明 1
全長225×27
刃先50

0605 ０８２
マイナスドライ
バー

1 210×35



0605 ０８３ 仕切箱 1 285×198×63 蓋無、側面「大正十一年二月」

0605 ０８５ 布製道具入 1 420×250
鑿7本入　0605－086から
092まで

0605 １１６ 木組（部材） 1 150×133×110

0605 １１７ 木組（部材） 1 162×120×50

0605 １２０ 欄間彫刻部分 1 600×250×25
波、一部破損のち接着痕あり。釘
穴左右にあり

0605 １２５ 不明 1 105×105×105
2本1組の材を3つ組みあわせて
＋の形をつくる

0605 １３１ 磁石（Ｕ字　大） 1 104×56

0605 １３２ 磁石（Ｕ字　小） 1 80×56

0605 １３３
金剛砂（朝日虎
印）

1 径50×18

金属製円形容器。蓋に「金剛砂
大工用　研磨用　朝日虎印　M.
Ｔ.K」とある。下部に錐などで穴
を空け、木片で栓をする

0605 １３４ ヤスリ 1 292×15

0605 １３５ 研金（台付） 1 293×52×26 木製台付



0605 １３６ 研金（台無） 1 213×56×24 錆有

0605 １４３
マイナスドライ
バー

1 250×35
先端付け替え式。金具部分に
「YANKEE NO.■」とある

0605 １６５ 木槌 1 295×122

0605 １７４ 破風型 1 320×30
「不用」、「藤崎宮神殿小妻破風
形」とある。藤崎宮の墨書はミセ
ケシ

0605 １７５ 破風型 1 330×27 「大津　小破風十分ノ一」とある

0605 ２３８ 彫刻刀 1 150×13 両刃

0605 ２３９ 彫刻刀 1 150×13 平刀

0605 ２４０ 彫刻刀 1 150×13 三角刀

0605 ２４１ 彫刻刀 1 150×13 切り出し刀

0605 ２４２ 彫刻刀 1 150×13 丸刀

0605 ２５６
ドライバー
（マイナス）

1 269×32



0605 ２５７
ドライバー
（マイナス）

1 210×28

0605 ２５８
ドライバー
（マイナス）

1 ２４２×27

0605 ２５９
ドライバー
（マイナス）

1 160×22

0605 ２６０
ドライバー
（マイナス）

1 97×22

0605 ２６１
ドライバー
（マイナス）

1 167×22

0605 ２６２
小刀
（鞘付）

1
191×25
鞘162×30

鞘竹製、ワレあり、上からセロハ
ンテープで補強

0605 ２６４ 鎹 4 145×32

0605 ２６５
ドライバー
（マイナス）

1 109×13

0605 ２６６ ヤスリ 1 １８６×２２

0605 ２６７ ヤスリ 1 176×２０

0605 ２６８ ヤスリ 1 187×２２



0605 ２６９ ヤスリ 1 183×18

0605 ２７０ ヤスリ 1 270×25 柄欠

0605 ２７１ ヤスリ 1 330×24 柄欠

0605 ２７２ 丸ヤスリ 1 267×6 柄欠

0605 ２７３
丸ヤスリ
（鞘付）

1 315×１９ 鞘付

0605 ２８３ フックレンチ 1 335×85

0605 ２８４ モンキーレンチ 1 207×55

0605 ２８５ ニッパー 1 155×52

0605 ２８６ ペンチ 1 170×40

0605 ２８７ プライヤー 1 135×35

0605 ２８８ ニッパー 1 150×40



0605 ２８９ はさみ 1 250×50

0605 ２９０ フックレンチ 1 205×50

0605 ３１１
欄間習作
（ミニチュア）

1 55×40

0605 ３２０ 肥後守 1 145×15 「登録商標　肥後盛菊」

0605 ３２１ 釘締 1 150×10

0605 ３２２ 釘締 1 150×18

0605 ３２３
蚊取線香
（月虎）

1 110×110×40 箱入
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